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Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的

平成 30 年３月に策定した第３次川西市男女共同参画プラン【改定版】を令和５年度に見直しをす

るにあたり、市民の皆さまのお考えをお聞かせいただくために行うものです。

２ 調査対象

満 16歳以上の女性 1,000 人、男性 1,000 人あわせて 2,000 人

３ 調査期間

令和４年 11 月 22 日～令和４年 12 月 14 日

４ 調査方法

郵送配付・郵送回収及びインターネット回答

５ 回収状況

【回答数の性別・年齢構成】

配布数 有効回答数 有効回答率

2,000 通 853 通 42.7％

項目
16～

19 歳
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代

80 歳

以上
無回答 合計

全
体

回答数 16 40 79 120 146 144 192 103 13 853

％ 1.9 4.7 9.3 14.1 17.1 16.9 22.5 12.1 1.5 100.0

女
性

回答数 8 23 52 66 87 92 113 59 - 500

％ 1.6 4.6 10.4 13.2 17.4 18.4 22.6 11.8 - 100.0

男
性

回答数 7 16 27 54 59 52 79 44 1 339

％ 2.1 4.7 8.0 15.9 17.4 15.3 23.3 13.0 0.3 100.0

そ
の
他

回答数 1 1 - - - - - - - 2

％ 50.0 50.0 - - - - - - - 100.0

無
回
答

回答数 - - - - - - - - 12 12

％ - - - - - - - - 100.0 100.0
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【母集団の性別・年齢構成（令和４年８月末現在）】

【調査時点の川西市の人口（令和４年８月末現在）】

６ 調査結果の表示方法

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下

第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方にな

るため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを で網かけ

をしています。（無回答を除く）

項目
16～

19 歳
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代

80 歳

以上
合計

全
体

母集団 6,144 13,507 14,388 20,902 23,432 17,164 22,165 18,166 135,868

％ 4.5 9.9 10.6 15.4 17.2 12.6 16.3 13.4 100.0

女
性

母集団 2,898 7,024 7,419 10,834 11,940 9,196 12,461 10,751 72,523

％ 4.0 9.7 10.2 14.9 16.5 12.7 17.2 14.8 100.0

男
性

母集団 3,246 6,483 6,969 10,068 11,492 7,968 9,704 7,415 63,345

％ 5.1 10.2 11.0 15.9 18.1 12.6 15.3 11.7 100.0

全体
総人口 155,177 人

％ 100.0％

女性
女性 81,995 人

％ 52.8％

男性
男性 73,182 人

％ 47.2％
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Ⅱ 調査のまとめ

１ 回収率及び回答者の属性について

川西市においても、平成 30 年３月に策定した第３次川西市男女共同参画プラン【改定版】を令和

５年度に見直しをするにあたり、男女共同参画についての市民の実態や考えを把握するために、市民

意識調査を実施しました。

今回調査の回収率は 42.7％で、前回調査（平成 28 年度）より 1.2 ポイント低くなっています。 回

答者の属性について、性別は女性が６割近くに対して男性が４割、既婚者が７割程度、高校生以下子

どもがいる人が約２割、家族構成は親と子の２世代世帯、夫婦のみの１世代世帯が全体の約８割を占

めています。

女性の就業者は、女性の就労状況について、前回調査と比較すると、30歳代で 12.8 ポイント、50

歳代で 15.7 ポイント増加しており、結婚や出産、子育て期に就労を中断することにより、30 歳代を

底とする「Ｍ字カーブ」を描く傾向は解消されています。

特に、既婚女性の就労状況について、前回調査と比較すると、20歳代で 30.4 ポイント、30歳代で

18.7 ポイント増加しています。結婚や出産、子育て期にあたる既婚女性の 20 歳代、30 歳代での就業

率が増加しています。

２ 性別役割分担意識について

性別役割分担意識（問４③）は、「夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい」に

賛成する人の割合が前回調査と比べて男女とも 10 ポイント以上減少していますが、男女差は依然み

られています。

子育ての考え方（問６⑦）では、「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい」と思う人

は、男女ともに前回調査に比べて低くなっていますが、女性が 16.8％に対し、男性は 41.3％と高くな

っています。

地域活動の参加（問 16）については、大きな差はみられないものの、地域活動の状況（問 17）とし

て、「代表者は男性から選ばれる」「お茶入れや食事の準備などは女性がしている」等、女性が裏方的

な役割を担うなど、性差による役割が依然みられます。

３ 男女平等について

川西市における男女の地位についての平等感（問１）は、全ての項目において女性は男性に比べて

低くなっており、「家庭生活」「学校生活」「地域活動の場」「政治・経済活動への参加」では 10ポイン

ト以上差がみられています。前回調査と比較すると「家庭生活」「雇用の機会や職場での賃金・待遇」

等市民の身近な場における男女平等感については変化がみられていません。

固定的性別役割分担意識の改善はすすんでいるものの、「家庭生活」「雇用の機会や職場での賃金・

待遇」の平等感は改善していません。
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ジェンダー問題や男女共同参画を学んだり、教えられたりしたこと（問２）について、学んだこと

が「ある」人は、男女とも前回調査に比べて増加しており、「新聞やテレビなどマス・メディア」を通

じて学ぶ機会が多くなっています。（問３）

子育てにおいては「夫も妻も等分に関わるのがよい」（問６③）と肯定する人が男女とも８割台を占

めており、前回調査と同程度となっています。また、育児休業の取得について（問 13）男女ともに前

回調査で最も高かった「どちらかといえば妻が取るのがよい」が減少し、「夫も妻も同じように取るの

がよい」が最も高く６割を超えています。

介護の経験（問７）では、依然として女性の経験者のほうが多く、前回調査に比べて女性の割合が

増えています。60 歳代から 70 歳代では、女性が６割以上となっており、男性と 20 ポイント近くの差

がみられています。また、男女ともに、介護の相手（問８）は「親」に続いて「配偶者の親」が多く

なっていますが、女性では「配偶者の親」が約３割と、男性と 15ポイント近くの差があります。

４ 家庭生活について

家庭での役割分担（問５-①）ですが、『② 生活費の確保』が「主として男性」の割合が約６割、

『① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）』で「主として女性」が６割半ばと

高くなっています。

特に、『① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）』については、男性では「男

女同程度」が 10 ポイント近く高くなっており、認識の差がみられます。共働きしている女性におい

ても、「主として女性」が８割近くなっています。

家庭での役割分担の満足度（問５-②）ですが、『① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、

ゴミ捨てなど）』『④ 子育て』『⑤ 高齢者、病人の介護・看護』で「あまり満足していない」と「満

足していない」を合わせた“不満”が高くなっており、男性は満足しているものの女性では不満に感

じており、家庭での役割分担についての認識の差がみられます。特に、女性では『① 日常の家事（食

事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）』『④ 子育て』『⑤ 高齢者、病人の介護・看護』で“不

満”が高く、共働きの女性でその傾向が顕著になっています。

家庭での役割分担が希望通りになっていない主な理由（問５-③）ですが、女性では「あまり関心が

ない」、男性で、「仕事が忙しい」が高くなっています。共働きの女性では、「仕事が忙しい」「あまり

関心がない」が高くなっています。

家事に要する時間（問５-④）ですが、平日で、共働き家庭以外では、男性で「30 分未満」が、女性

で「３～４時間未満」が高く、共働き家庭では、男性で「30 分～１時間未満」が、女性で「２～３時

間未満」が高くなっています。休日で、共働き家庭以外では、男性で「30分～１時間未満」が、女性

で「２～３時間未満」が高く、共働き家庭では、男性で「１～２時間未満」が、女性で「３～４時間

未満」が高く、共働き世帯の男性が家事を担う割合は、共働き家庭以外の男性に比べると高くなって

いるものの、依然、主に女性が担っていることがうかがえます。

男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと（問 18）は、男女

ともに「夫婦や家族でよく話しあう」、女性で「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵

抗感をなくす」の割合が高くなっています。
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５ 家庭と仕事について

ワーク・ライフ・バランスの実現について、現実（問 14）では、女性は「『家庭生活』を優先してい

る」が高く、男性は「『仕事』を優先している」「『仕事』と『家庭生活』をともに優先している」が同

水準となっています。

しかし、希望（問 15）としては、現実と比較すると、男女とも「『仕事』を優先したい」が低く、

「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」が高くなっており、特に、男性ではその傾向が強くみ

られ、ワーク・ライフ・バランスの実現を希望する人が多くみられます。

女性の働き方（問 10）では、前回調査に比べ、男女とも「結婚や出産で退職または一時離職し、子

育てを終えてから再び仕事をもつ方がよい」は減少し、「子どもができても、育児休業をとるなどして

仕事はずっと続ける方がよい」が増加し、子どもができても女性が仕事を続けた方がよいと思う人が

男女同程度増加しています。

子育ての考え方（問６①-③）では、「３歳までは、母親が子育てに専念するべきである」と思う人

は、男女ともに前回調査に比べて低く、そう思う人よりそう思わない人が多くなっており、前回調査

から逆転しています。

女性の就労状況（問 11）については、働きやすい環境だと「そう思う」が前回調査と比べると変化

がみられていません。共働きしている女性で「そう思わない」の割合が６割半ばと高くなっています。

働きやすい環境だと思わない理由（問 12）については、女性で「労働条件が整っていないから」、「保

育・介護施設が整備されていないから」「働く場が限られているから」が４割以上となっています。前

回調査と比較すると、「保育・介護施設が整備されていないから」が 10ポイント近く減少しています

が、「昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから」が７ポイント近く増加しています。

６ 性と人権について

ＤＶまたはデートＤＶ被害の経験がある人（問 19）は、女性で 13.4％、男性で 2.7％となっていま

す。

ＤＶまたはデートＤＶ被害の内容（問 20）は、「『誰のおかげで、おまえは食べられるんだ』と言う」、

「殴ったり、蹴ったり、平手で打つなどする」、「『女（男）のくせに』とバカにしたり、見下したりす

る」等、身体的な暴力や精神的な暴力があげられています。

ＤＶまたはデートＤＶ被害のある女性のうち、相談をしていない女性が 67.2％、男性が 100.0％と

なっています。（問 21）。

相談しなかった理由（問 23）として「相談しても無駄だと思ったから」「自分さえ我慢すれば、こ

のまま何とかやっていくことができると思ったから」が３割を超えています。

デートＤＶをなくすために必要なこと（問 25）は、女性で「家庭で、保護者が子どもに対し、暴力

がいけないことを教える」「学校などで、男女が対等な関係であることや、暴力を防止するための教育

を行う」が６割を超えています。ＤＶ被害者では、「暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り

返さないための教育を行う」が高くなっています。

自分やまわりの人がセクシュアル・ハラスメントの被害にあった割合（問 27）は、 女性が 30.0％、

男性は 20.7％となっています。
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また、セクシュアル・ハラスメントや ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を男女互いの性に対

する人権侵害と思う人（問 26）は、男女とも約９割を占めています。自身やまわりの人が被害に遭っ

た場合の対応（問 28）は、男女ともに、「職場や学校の苦情処理機関や上司・教師などに訴えた」が

増加していますが、女性では「何もできなかった」が増加し４割となっています。

性教育の考え（問 30）について、男女とも「間違った性情報があらゆるところで氾濫しているので、

できるだけ早い時期に行った方がいい」が最も多く、次いで「学校で教師が、子どもの成長に応じて

必要なことを教えていくのがよい」「家庭で家族が、子どもの成長に応じて必要なことを教えていく

のがよい」となっています。

７ 男女共同参画施策について

男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」の認知度（問 31）は、「マタニティ・ハラスメン

ト」、「セクシュアル・マイノリティ」、「育児・介護休業法」は高くなっているが、「第３次川西市男女

共同参画プラン」や「川西市男女共同参画推進条例」、「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」

「川西市パートナーシップ宣誓制度」の認知度は低くなっています。

川西市男女共同参画センターの利用有無（問 32）について、「利用したことがある」 人は、女性が

9.4％、男性は 3.5％となっており、「知らない」が女性で 46.2％、男性で 65.2％と高く、前回調査と

比較して変化がみられません。

また、川西市男女共同参画センターに望むこと（問 33）について、女性は「女性の悩みごと相談」

などの相談事業の充実と「セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援」が約５割と前回調査と比べても高

くなっており、男性では「セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援」が４割半ばと前回調査と比べても

高くなっています。

防災・災害対策において、性別に配慮した対応で必要だと思うもの（問 34）は、「避難所の設備（男

女別のトイレ、更衣室、授乳室、洗濯干場等）」が約９割と高く、「災害時の救援医療体制（乳幼児、

高齢者、障がい者、妊産婦のサポート体制）」が７割半ば、「避難所運営に男女がともに参画し、被災

者対応に男女両方の視点が入ること」が６割半ばとなっています。

女性の活躍推進において、女性のリーダーを増やす際に障がいとなるもの（問 35）については、「保

育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと」や「上司・同僚・部下となる

男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」が男性より女性のほうで 10 ポイント以上高くなって

います。また、女性のリーダーが増えた際の影響（問 36）については、男女ともに「男女を問わず優

秀な人材が活躍できるようになる」や「多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービ

スが創造される」「女性の声が反映されやすくなる」が多くなっています。
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Ⅲ 調査結果

１ 回答者属性

◆あなたの性別を教えてください。自認する性でけっこうです。（○は１つ）

「女性」の割合が 58.6％と最も高く、次いで「男性」の割合が 39.7％となっています。

◆あなたの年齢を教えてください。（○は１つ）

「70 歳代」の割合が 22.5％と最も高く、次いで「50 歳代」の割合が 17.1％、「60 歳代」の割合が

16.9％となっています。

回答者数 = 853 ％

女性

男性

()

無回答

58.6

39.7

0.2

1.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 853 ％

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

1.9

4.7

9.3

14.1

17.1

16.9

22.5

12.1

1.5

0 20 40 60 80 100
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◆あなたは結婚していらっしゃいますか。（○は１つ）

「結婚（法律婚）している」の割合が 72.1％と最も高く、次いで「結婚（法律婚）していない」の

割合が 13.6％となっています。

◆お子さんはいらっしゃいますか。※同居・別居は問いません。

「はい」の割合が 75.3％、「いいえ」の割合が 21.9％となっています。

回答者数 = 853 ％

結婚（法律婚）している

結婚（法律婚）していないがパートナーと
暮らしている

結婚（法律婚）していたが死別した

結婚（法律婚）していたが離婚した

結婚（法律婚）していない

その他

無回答

72.1

1.1

7.0

4.2

13.6

0.5

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 853 ％

はい

いいえ

その他

無回答

75.3

21.9

0.2

2.6

0 20 40 60 80 100
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◆一番下のお子さんの就学状況を教えてください。（〇は１つ）

※お孫さんは含みません。

「学校を終えた」の割合が 63.2％と最も高くなっています。

◆あなたが同居している家族の構成を教えてください。（○は１つ）

※結婚には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦も含みます。

「２世代世帯（親と子）」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「１世代世帯（夫婦のみ・兄弟のみ・

姉妹のみ・パートナーのみなど）」の割合が 37.7％、「単身世帯（一人暮らし）」の割合が 10.2％とな

っています。

回答者数 = 642 ％

乳児（１歳未満）

幼児（１歳以上就学前まで）

小学生

中学生

高校生

専修学校、短大、大学、大学院などの学生

学校を終えた

無回答

2.2

9.3

6.1

4.5

3.4

6.7

63.2

4.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 853 ％

単身世帯（一人暮らし）

１世代世帯（夫婦のみ・兄弟のみ・姉妹のみ・パー
トナーのみなど）

２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫等）

その他

無回答

10.2

37.7

40.9

3.8

1.1

6.3

0 20 40 60 80 100
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◆あなたは、現在、収入をともなう仕事についていますか。産前・産後、育児介護休暇中

の人は働いているものとみなします。（どちらか１つに○）

「仕事をしている」の割合が 51.8％、「仕事をしていない」の割合が 46.9％となっています。

付問１ どのような仕事をしていますか。（あてはまるもの１つに○）

「正社員」の割合が 41.2％と最も高く、次いで「臨時雇用・パート・アルバイト」の割合が 30.8％

となっています。

回答者数 = 853 ％

仕事をしている

仕事をしていない

無回答

51.8

46.9

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 442 ％

営業主・会社経営

家業手伝い（農林漁業を含む）

自由業者（弁護士・開業医・個人教師等）

内職など（在宅で受託）

公務員等（私立学校教師含む）

正社員

臨時雇用・パート・アルバイト

派遣社員

その他

無回答

5.7

1.1

4.3

0.5

7.9

41.2

30.8

4.1

3.6

0.9

0 20 40 60 80 100
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【女性の就労状況（経年比較）】

女性の就労状況について、前回調査と比較すると、30 歳代で 12.8 ポイント、50 歳代で 15.7 ポイ

ント増加しています。

結婚や出産、子育て期に就労を中断することにより、30歳代を底とする「Ｍ字カーブ」を描く傾向

は解消されています。

【女性の就労状況（既婚・未婚比較）】（令和４年度調査）

女性の就労状況について、既婚と未婚で比較すると、30 歳代で 19.1 ポイント、40歳代で 7.3 ポイ

ント未婚が既婚を上回っています。

既婚では、依然と「Ｍ字カーブ」を描く傾向となっています。

0.0 

87.5 

69.8 
74.5 72.7 

43.0 

11.9 9.1 

25.0

80.0

88.9
81.8 80.0

50.0

66.7

0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

（％）

25.0 

82.6 

73.1 75.8 73.6 

43.5 

13.4 
8.6 

30.0

75.0

60.3

73.7

57.9

38.4

5.5 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

（％）

令和４年度調査 平成28年度調査

既婚 未婚
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【女性の就労状況（既婚経年比較）】

既婚女性の就労状況について、前回調査と比較すると、20歳代で 30.4 ポイント、30 歳代で 18.7 ポ

イント増加しています。

結婚や出産、子育て期にあたる、20 歳代、30歳代での就労率が増加しています。

付問２ 仕事をしていない理由は何ですか。（あてはまるもの１つに○）

「定年・高齢のため」の割合が 62.0％と最も高くなっています。

回答者数 = 400 ％

学校に通っているから

家事・育児・介護に専念したいから

家事・育児・介護を担わざるを得ないから

保育・介護施設が整備されていないから

経済的に必要としないから

求めているが希望する仕事がないから

希望する就労時間に合わないから

定年・高齢のため

健康や体力に自信がないから

趣味やボランティア等の活動をしているか
ら

仕事を持たないほうが、自由に生きられる
から

その他

無回答

5.3

3.3

4.3

0.0

2.8

2.8

0.8

62.0

7.0

1.5

1.0

3.8

5.8

0 20 40 60 80 100

0 .0 

87 .5 

69 .8 
74 .5 72 .7 

43 .0 

11 .9 9 .1 

0.0

57.1
51.1 72.0

60.3

39.8

5.6 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

（％）

令和４年度調査 平成28年度調査
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◆あなたの配偶者やパートナーは収入を得る仕事をしていますか。（どちらか１つに○）

「仕事をしている」の割合が 42.8％、「仕事をしていない」の割合が 39.0％となっています。

２ 男女の地位について

問１ あなたは、どのような分野で男女の地位が平等になっていると思いますか。

（あてはまるものすべてに○）

「学校生活」の割合が 38.2％と最も高く、次いで「すべての分野で平等ではない」の割合が 29.4％、

「法律や制度上」の割合が 28.5％となっています。

回答者数 = 853 ％

家庭生活

学校生活

雇用の機会や職場での賃金・待遇

地域活動の場

法律や制度上

社会通念・習慣・しきたり

政治・経済活動への参加

社会全体

すべての分野で平等ではない

無回答

27.4

38.2

12.2

25.0

28.5

6.2

14.3

5.5

29.4

4.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 712 ％

仕事をしている

仕事をしていない

無回答

42.8

39.0

18.1

0 20 40 60 80 100
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【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「法律や制度上」「家庭生活」「地域活動の場」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で「学校生活」「地域活動の場」「政治・経済活動への参加」の

割合が減少しています。

男性で「法律や制度上」「社会通念・習慣・しきたり」「政治・経済活動への参加」の割合が減少し

ています。

単位：％

※平成 28 年度調査では「すべての分野で平等ではない」の選択肢はありません。

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
庭
生
活

学
校
生
活

雇
用
の
機
会
や
職
場
で

の
賃
金
・
待
遇

地
域
活
動
の
場

法
律
や
制
度
上

社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き

た
り

政
治
・
経
済
活
動
へ
の
参

加 社
会
全
体

す
べ
て
の
分
野
で
平
等

で
は
な
い

無
回
答

全 体 853 27.4 38.2 12.2 25.0 28.5 6.2 14.3 5.5 29.4 4.0

女性 500 21.6 34.2 9.6 19.8 22.2 5.8 10.2 4.4 35.4 4.0

男性 339 35.7 44.5 16.2 33.0 38.3 6.5 20.6 7.1 20.9 3.2

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
庭
生
活

学
校
生
活

雇
用
の
機
会
や
職
場
で

の
賃
金
・
待
遇

地
域
活
動
の
場

法
律
や
制
度
上

社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き

た
り

政
治
・
経
済
活
動
へ
の
参

加 社
会
全
体

す
べ
て
の
分
野
で
平
等

で
は
な
い

無
回
答

女性
（令和４年度調査）

500 21.6 34.2 9.6 19.8 22.2 5.8 10.2 4.4 35.4 4.0

女性
（平成 28年度調査）

514 24.1 47.9 10.1 25.7 27.0 5.3 19.1 5.1 － 13.2

男性
（令和４年度調査）

339 35.7 44.5 16.2 33.0 38.3 6.5 20.6 7.1 20.9 3.2

男性
（平成 28年度調査）

351 34.5 45.0 16.2 36.5 45.6 14.0 31.6 11.1 － 6.8
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問２ あなたは、ジェンダー問題や男女共同参画がどういうものなのかを学んだり、教え

られたりしたことがありますか。（どちらか１つに○）

「ある」の割合が 36.9％、「ない」の割合が 58.9％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

あ
る

な
い

無
回
答

全 体 853 36.9 58.9 4.2

女性 500 36.8 58.8 4.4

男性 339 37.8 59.0 3.2

回答者数 = 853 ％

ある

ない

無回答

36.9

58.9

4.2

0 20 40 60 80 100
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問３ それはどこでですか。（あてはまるものすべてに○）

「新聞やテレビなどマス・メディアで」の割合が 61.3％と最も高く、次いで「職場で」の割合が

34.0％、「大学で」の割合が 15.2％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「職場で」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
庭
で

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で

小
学
校
で

中
学
校
で

高
等
学
校
で

大
学
で

職
場
で

自
主
的
な
学
習
グ
ル
ー
プ
で

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で

民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

公
民
館
な
ど
の
講
座
で

川
西
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
講
座
で

県
や
他
市
の
男
女
共
同
参
画
（
女
性
）
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
講
座
で

そ
の
他

無
回
答

全 体 315 7.3 － 5.7 9.5 11.4 15.2 34.0 4.1 61.3 0.6 1.9 2.5 1.9 3.8 1.9

女性 184 8.2 － 4.3 9.2 10.9 17.9 25.0 5.4 64.1 1.1 2.7 2.7 3.3 3.8 1.6

男性 128 6.3 － 7.8 10.2 12.5 11.7 47.7 2.3 57.0 － 0.8 2.3 － 3.9 1.6

回答者数 = 315 ％

家庭で

幼稚園・保育園・こども園で

小学校で

中学校で

高等学校で

大学で

職場で

自主的な学習グループで

新聞やテレビなどマス・メディアで

民間のカルチャーセンターで

公民館などの講座で

川西市男女共同参画センターが主催する講
座で

県や他市の男女共同参画（女性）センター
などが主催する講座で

その他

無回答

7.3

0.0

5.7

9.5

11.4

15.2

34.0

4.1

61.3

0.6

1.9

2.5

1.9

3.8

1.9

0 20 40 60 80 100
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【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で「家庭で」「新聞やテレビなどマス・メディアで」の割合が増

加しています。一方、「川西市男女共同参画センターが主催する講座で」の割合が減少しています。

男性で「新聞やテレビなどマス・メディアで」の割合が増加しています。

単位：％

※平成 28 年度調査では「幼稚園・保育園・こども園で」の選択肢はありません。

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
庭
で

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で

小
学
校
で

中
学
校
で

高
等
学
校
で

大
学
で

職
場
で

自
主
的
な
学
習
グ
ル
ー
プ
で

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で

民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

公
民
館
な
ど
の
講
座
で

川
西
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
講
座
で

県
や
他
市
の
男
女
共
同
参
画
（
女
性
）
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
講
座
で

そ
の
他

無
回
答

女性
（令和４年度

調査）
184 8.2 － 4.3 9.2 10.9 17.9 25.0 5.4 64.1 1.1 2.7 2.7 3.3 3.8 1.6

女性
（平成 28年
度調査）

117 2.6 － 8.5 13.7 12.0 22.2 27.4 7.7 51.3 1.7 7.7 9.4 3.4 4.3 0.9

男性
（令和４年度

調査）
128 6.3 － 7.8 10.2 12.5 11.7 47.7 2.3 57.0 － 0.8 2.3 － 3.9 1.6

男性
（平成 28年
度調査）

76 3.9 － 5.3 14.5 15.8 13.2 44.7 1.3 51.3 1.3 5.3 2.6 2.6 1.3 －
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３ 家庭生活について

問４ あなたは結婚・離婚・家庭についてどう思いますか。

（①～⑤のそれぞれについて、１か２に○）

『② 結婚（法律婚）しても必要なときは離婚すればよい』で「そう思う」の割合が高くなってい

ます。また、『③ 夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい』で「そう思わない」

の割合が高くなっています。

単位：％

① 結婚（法律婚）は、した方がよい

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「そう思う」の割合が、女性で「そう思わない」の割合が高くな

っています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

① 結婚（法律婚）は、した方がよい 853 66.7 30.4 2.9

② 結婚（法律婚）しても必要なときは離婚すればよい 853 75.5 19.8 4.7

③ 夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい 853 13.0 82.5 4.5

④ 夫婦別姓が選択できる制度を導入するべきである 853 56.3 38.2 5.5

⑤ 同性婚ができる制度を導入するべきである 853 56.7 36.9 6.3

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 66.7 30.4 2.9

女性 500 61.2 36.4 2.4

男性 339 75.5 21.8 2.7
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 30 歳代で「そう思わない」の割合が、女性 40歳代で「そ

う思わない」の割合が、男性 70 歳代で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

② 結婚（法律婚）しても必要なときは離婚すればよい

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「そう思わない」の割合が、女性で「そう思う」の割合が高くな

っています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 66.7 30.4 2.9

女性 10 歳代 8 50.0 50.0 －

女性 20 歳代 23 56.5 43.5 －

女性 30 歳代 52 38.5 55.8 5.8

女性 40 歳代 66 45.5 51.5 3.0

女性 50 歳代 87 56.3 42.5 1.1

女性 60 歳代 92 56.5 41.3 2.2

女性 70 歳代 113 79.6 19.5 0.9

女性 80 歳以上 59 81.4 13.6 5.1

男性 10 歳代 7 85.7 14.3 －

男性 20 歳代 16 62.5 37.5 －

男性 30 歳代 27 55.6 44.4 －

男性 40 歳代 54 72.2 27.8 －

男性 50 歳代 59 74.6 25.4 －

男性 60 歳代 52 76.9 19.2 3.8

男性 70 歳代 79 83.5 11.4 5.1

男性 80 歳以上 44 79.5 13.6 6.8

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 75.5 19.8 4.7

女性 500 81.4 14.8 3.8

男性 339 67.6 27.4 5.0
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 20 歳代で「そう思う」の割合が、男性 20歳代で「そう思

わない」の割合が、女性 30 歳代で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

③ 夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 75.5 19.8 4.7

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 95.7 4.3 －

女性 30 歳代 52 92.3 5.8 1.9

女性 40 歳代 66 84.8 12.1 3.0

女性 50 歳代 87 88.5 10.3 1.1

女性 60 歳代 92 84.8 13.0 2.2

女性 70 歳代 113 74.3 19.5 6.2

女性 80 歳以上 59 57.6 32.2 10.2

男性 10 歳代 7 85.7 14.3 －

男性 20 歳代 16 62.5 37.5 －

男性 30 歳代 27 70.4 29.6 －

男性 40 歳代 54 70.4 29.6 －

男性 50 歳代 59 79.7 18.6 1.7

男性 60 歳代 52 78.8 15.4 5.8

男性 70 歳代 79 57.0 34.2 8.9

男性 80 歳以上 44 50.0 36.4 13.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 13.0 82.5 4.5

女性 500 10.4 86.0 3.6

男性 339 17.1 78.2 4.7
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【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性、男性ともに「そう思わない」の割合が増加しています。

単位：％

【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、男性 80 歳以上で「そう思う」の割合が、女性 80 歳以上で「そ

う思う」の割合が、女性 50 歳代で「そう思わない」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 10.4 86.0 3.6

女性（平成 28 年度調査） 514 21.8 75.5 2.7

男性（令和４年度調査） 339 17.1 78.2 4.7

男性（平成 28 年度調査） 351 31.9 64.4 3.7

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 13.0 82.5 4.5

女性 10 歳代 8 － 100.0 －

女性 20 歳代 23 8.7 91.3 －

女性 30 歳代 52 3.8 92.3 3.8

女性 40 歳代 66 7.6 90.9 1.5

女性 50 歳代 87 3.4 95.4 1.1

女性 60 歳代 92 7.6 85.9 6.5

女性 70 歳代 113 15.0 80.5 4.4

女性 80 歳以上 59 27.1 67.8 5.1

男性 10 歳代 7 28.6 71.4 －

男性 20 歳代 16 25.0 75.0 －

男性 30 歳代 27 11.1 88.9 －

男性 40 歳代 54 9.3 90.7 －

男性 50 歳代 59 15.3 84.7 －

男性 60 歳代 52 11.5 82.7 5.8

男性 70 歳代 79 17.7 72.2 10.1

男性 80 歳以上 44 34.1 54.5 11.4
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④ 夫婦別姓が選択できる制度を導入するべきである

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 80 歳以上で「そう思わない」の割合が、男性 80 歳以上で

「そう思わない」の割合が、女性 50 歳代で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 56.3 38.2 5.5

女性 500 58.6 36.6 4.8

男性 339 52.8 41.6 5.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 56.3 38.2 5.5

女性 10 歳代 8 62.5 37.5 －

女性 20 歳代 23 69.6 30.4 －

女性 30 歳代 52 73.1 21.2 5.8

女性 40 歳代 66 68.2 24.2 7.6

女性 50 歳代 87 73.6 25.3 1.1

女性 60 歳代 92 67.4 27.2 5.4

女性 70 歳代 113 42.5 53.1 4.4

女性 80 歳以上 59 25.4 66.1 8.5

男性 10 歳代 7 57.1 42.9 －

男性 20 歳代 16 62.5 37.5 －

男性 30 歳代 27 63.0 37.0 －

男性 40 歳代 54 57.4 42.6 －

男性 50 歳代 59 57.6 40.7 1.7

男性 60 歳代 52 67.3 26.9 5.8

男性 70 歳代 79 48.1 40.5 11.4

男性 80 歳以上 44 22.7 63.6 13.6
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⑤ 同性婚ができる制度を導入するべきである

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「そう思わない」の割合が、女性で「そう思う」の割合が高くな

っています。

単位：％

【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 20 歳代で「そう思う」の割合が、男性 80歳以上で「そう

思わない」の割合が、女性 30歳代で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 56.7 36.9 6.3

女性 500 62.8 30.4 6.8

男性 339 48.4 46.9 4.7

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 56.7 36.9 6.3

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 95.7 4.3 －

女性 30 歳代 52 84.6 9.6 5.8

女性 40 歳代 66 72.7 16.7 10.6

女性 50 歳代 87 72.4 25.3 2.3

女性 60 歳代 92 62.0 31.5 6.5

女性 70 歳代 113 47.8 44.2 8.0

女性 80 歳以上 59 30.5 57.6 11.9

男性 10 歳代 7 71.4 28.6 －

男性 20 歳代 16 68.8 31.3 －

男性 30 歳代 27 70.4 29.6 －

男性 40 歳代 54 61.1 38.9 －

男性 50 歳代 59 66.1 32.2 1.7

男性 60 歳代 52 51.9 42.3 5.8

男性 70 歳代 79 29.1 62.0 8.9

男性 80 歳以上 44 15.9 72.7 11.4
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問５-① あなたの家庭では、次のようなことを主に誰が担っていますか。

（①～⑥のそれぞれについて、１～４の中であてはまるもの１つに○）

『② 生活費の確保』で「主として男性」の割合が、『① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗

濯、ゴミ捨てなど）』で「主として女性」の割合が高くなっています。また、『⑥ 家庭における重要

な決定』で「男女同程度」の割合が高くなっています。

単位：％

① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「男女同程度」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど） 853 1.6 19.2 64.6 11.8 2.7

② 生活費の確保 853 60.5 18.5 4.8 12.8 3.4

③ 日常の家計管理 853 12.7 21.2 51.0 12.0 3.2

④ 子育て 853 0.2 17.7 49.7 24.6 7.7

⑤ 高齢者、病人の介護・看護 853 0.9 23.6 29.7 36.9 8.9

⑥ 家庭における重要な決定 853 22.7 54.0 7.0 12.2 4.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 1.6 19.2 64.6 11.8 2.7

女性 500 1.2 15.2 67.8 14.0 1.8

男性 339 2.4 25.7 59.9 9.1 2.9
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしているで「男女同程度」の割合が、女性共働き

しているで「主として女性」の割合が、女性共働きしていないで「主として女性」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

② 生活費の確保

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「主として男性」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 1.6 19.2 64.6 11.8 2.7

女性 共働きしている 202 0.5 19.3 79.7 － 0.5

女性 共働きしていない 134 3.0 20.1 73.9 1.5 1.5

男性 共働きしている 102 2.9 37.3 54.9 2.0 2.9

男性 共働きしていない 144 2.1 20.8 71.5 2.1 3.5

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 60.5 18.5 4.8 12.8 3.4

女性 500 56.8 19.8 5.8 15.2 2.4

男性 339 65.8 17.1 3.5 9.4 4.1
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「主として男性」の割合が、女性共

働きしているで「主として男性」の割合が、男性共働きしているで「男女同程度」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

③ 日常の家計管理

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 60.5 18.5 4.8 12.8 3.4

女性 共働きしている 202 73.8 23.3 2.5 0.5 －

女性 共働きしていない 134 63.4 21.6 9.0 3.7 2.2

男性 共働きしている 102 60.8 28.4 5.9 1.0 3.9

男性 共働きしていない 144 78.5 11.1 2.8 2.1 5.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 12.7 21.2 51.0 12.0 3.2

女性 500 10.2 21.8 51.4 14.2 2.4

男性 339 16.8 20.6 50.1 8.8 3.5



27

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「主として男性」の割合が、女性

共働きしていないで「主として女性」の割合が、女性共働きしているで「主として女性」の割合が

高くなっています。

単位：％

④ 子育て

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 12.7 21.2 51.0 12.0 3.2

女性 共働きしている 202 13.9 27.2 58.4 － 0.5

女性 共働きしていない 134 12.7 26.9 59.0 1.5 －

男性 共働きしている 102 17.6 24.5 53.9 1.0 2.9

男性 共働きしていない 144 20.8 18.8 55.6 1.4 3.5

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 0.2 17.7 49.7 24.6 7.7

女性 500 0.2 15.8 50.8 26.0 7.2

男性 339 0.3 20.6 48.7 22.7 7.7
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、女性共働きしているで「主として女性」の割合が、男性共働

きしているで「男女同程度」「主として女性」の割合が高くなっています。

単位：％

⑤ 高齢者、病人の介護・看護

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「男女同程度」の割合が、女性で「主として女性」の割合が高く

なっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 0.2 17.7 49.7 24.6 7.7

女性 共働きしている 202 － 17.3 62.9 17.8 2.0

女性 共働きしていない 134 － 20.1 51.5 21.6 6.7

男性 共働きしている 102 － 25.5 56.9 14.7 2.9

男性 共働きしていない 144 － 17.4 55.6 16.7 10.4

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 0.9 23.6 29.7 36.9 8.9

女性 500 0.6 18.0 37.0 35.4 9.0

男性 339 1.5 32.4 19.2 38.9 8.0
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「男女同程度」の割合が、女性共働

きしているで「主として女性」の割合が、男性共働きしているで「男女同程度」の割合が高くなって

います。

単位：％

⑥ 家庭における重要な決定

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「男女同程度」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 0.9 23.6 29.7 36.9 8.9

女性 共働きしている 202 1.0 17.3 44.1 35.1 2.5

女性 共働きしていない 134 － 27.6 35.1 24.6 12.7

男性 共働きしている 102 1.0 32.4 22.5 42.2 2.0

男性 共働きしていない 144 2.1 38.9 18.1 28.5 12.5

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 22.7 54.0 7.0 12.2 4.0

女性 500 23.8 50.0 8.6 14.0 3.6

男性 339 21.2 60.5 4.7 9.7 3.8
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「男女同程度」の割合が、男性共働

きしているで「男女同程度」の割合が、女性共働きしていないで「主として男性」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

問５-② 問５-①の状況にあなたは満足していますか。（○はそれぞれに１つずつ）

『② 生活費の確保』『③ 日常の家計管理』『⑥ 家庭における重要な決定』で「満足」と「ある

程度満足」を合わせた“満足”の割合が高くなっています。また、『⑤ 高齢者、病人の介護・看護』

で「あまり満足していない」と「満足していない」を合わせた“満足していない”の割合が高くなっ

ています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
と
し
て
男
性

男
女
同
程
度

主
と
し
て
女
性

そ
の
他
／
非
該
当
（
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
）

無
回
答

全 体 853 22.7 54.0 7.0 12.2 4.0

女性 共働きしている 202 25.7 63.9 9.4 0.5 0.5

女性 共働きしていない 134 35.1 54.5 8.2 1.5 0.7

男性 共働きしている 102 22.5 67.6 4.9 2.9 2.0

男性 共働きしていない 144 22.2 68.1 3.5 0.7 5.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど） 729 24.4 50.5 16.2 5.8 3.2

② 生活費の確保 715 35.9 48.3 9.7 3.2 2.9

③ 日常の家計管理 724 32.6 52.3 9.1 2.8 3.2

④ 子育て 577 23.4 52.3 14.6 5.2 4.5

⑤ 高齢者、病人の介護・看護 462 17.5 48.1 19.5 9.7 5.2

⑥ 家庭における重要な決定 715 35.1 49.7 6.9 3.5 4.9



31

① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「満足」の割合が、女性で「あまり満足していない」の割合が高

くなっています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしているで「満足」の割合が、男性共働きしてい

ないで「満足」の割合が、女性共働きしているで「あまり満足していない」の割合が高くなっていま

す。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 729 24.4 50.5 16.2 5.8 3.2

女性 421 16.4 48.9 21.9 9.3 3.6

男性 298 35.6 53.0 7.7 1.0 2.7

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 729 24.4 50.5 16.2 5.8 3.2

女性 共働きしている 201 17.4 45.3 23.4 11.4 2.5

女性 共働きしていない 130 10.8 56.9 20.8 8.5 3.1

男性 共働きしている 97 36.1 54.6 8.2 1.0 －

男性 共働きしていない 136 34.6 55.9 4.4 － 5.1
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【① 日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）を主に担っている人別】

①日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）を主に担っている人別にみると、他

に比べ、主として男性で「満足」の割合が、男女同程度で「ある程度満足」「満足」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

② 生活費の確保

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 729 24.4 50.5 16.2 5.8 3.2

主として男性 14 50.0 28.6 7.1 14.3 －

男女同程度 164 31.1 62.8 4.3 － 1.8

主として女性 551 21.8 47.4 20.0 7.3 3.6

その他／非該当（ひとり暮らし
など）

－ － － － － －

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 715 35.9 48.3 9.7 3.2 2.9

女性 412 35.7 47.3 9.7 4.1 3.2

男性 293 36.2 49.8 9.2 2.0 2.7
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【② 生活費の確保を主に担っている人別】

②生活費の確保を主に担っている人別にみると、他に比べ、男女同程度で「ある程度満足」の割合

が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 715 35.9 48.3 9.7 3.2 2.9

女性 共働きしている 201 36.3 47.8 10.0 4.0 2.0

女性 共働きしていない 126 34.9 48.4 8.7 4.8 3.2

男性 共働きしている 97 35.1 48.5 14.4 1.0 1.0

男性 共働きしていない 133 34.6 52.6 6.0 1.5 5.3

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 715 35.9 48.3 9.7 3.2 2.9

主として男性 516 39.3 47.3 7.9 1.9 3.5

男女同程度 158 28.5 53.8 11.4 5.7 0.6

主として女性 41 22.0 39.0 24.4 9.8 4.9

その他／非該当（ひとり暮らし
など）

－ － － － － －
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③ 日常の家計管理

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「満足」の割合が高くなっています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「満足」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 724 32.6 52.3 9.1 2.8 3.2

女性 417 28.5 52.8 10.6 4.1 4.1

男性 297 38.0 52.5 6.4 1.0 2.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 724 32.6 52.3 9.1 2.8 3.2

女性 共働きしている 201 27.4 53.2 12.4 4.5 2.5

女性 共働きしていない 132 28.8 51.5 10.6 3.8 5.3

男性 共働きしている 98 34.7 56.1 9.2 － －

男性 共働きしていない 137 40.9 49.6 5.1 － 4.4
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【③ 日常の家計管理を主に担っている人別】

③日常の家計管理を主に担っている人別にみると、他に比べ、主として男性で「満足」の割合が、

男女同程度で「ある程度満足」の割合が高くなっています。

単位：％

④ 子育て

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「満足」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 724 32.6 52.3 9.1 2.8 3.2

主として男性 108 43.5 46.3 5.6 3.7 0.9

男女同程度 181 23.8 61.9 8.8 2.8 2.8

主として女性 435 33.6 49.9 10.1 2.5 3.9

その他／非該当（ひとり暮らし
など）

－ － － － － －

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 577 23.4 52.3 14.6 5.2 4.5

女性 334 18.9 49.4 17.7 8.4 5.7

男性 236 29.7 56.8 9.7 0.8 3.0
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「ある程度満足」の割合が、男性共

働きしているで「満足」の割合が高くなっています。

単位：％

【④ 子育てを主に担っている人別】

④子育てを主に担っている人別にみると、他に比べ、男女同程度で「ある程度満足」「満足」の割合

が、主として女性で「あまり満足していない」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 577 23.4 52.3 14.6 5.2 4.5

女性 共働きしている 162 19.1 49.4 18.5 11.1 1.9

女性 共働きしていない 96 14.6 52.1 17.7 5.2 10.4

男性 共働きしている 84 33.3 53.6 10.7 1.2 1.2

男性 共働きしていない 105 24.8 62.9 8.6 － 3.8

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 577 23.4 52.3 14.6 5.2 4.5

主として男性 2 50.0 50.0 － － －

男女同程度 151 33.1 62.3 0.7 0.7 3.3

主として女性 424 19.8 48.8 19.6 6.8 5.0

その他／非該当（ひとり暮らし
など）

－ － － － － －
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⑤ 高齢者、病人の介護・看護

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「ある程度満足」「満足」の割合が、女性で「あまり満足していな

い」の割合が高くなっています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「ある程度満足」の割合が、男性共

働きしているで「ある程度満足」の割合が、女性共働きしているで「あまり満足していない」の割合

が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 462 17.5 48.1 19.5 9.7 5.2

女性 278 13.7 42.1 24.8 14.0 5.4

男性 180 23.3 57.8 10.6 3.3 5.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 462 17.5 48.1 19.5 9.7 5.2

女性 共働きしている 126 13.5 43.7 27.0 12.7 3.2

女性 共働きしていない 84 13.1 39.3 20.2 20.2 7.1

男性 共働きしている 57 24.6 59.6 10.5 1.8 3.5

男性 共働きしていない 85 22.4 61.2 10.6 1.2 4.7
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【⑤ 高齢者、病人の介護・看護を主に担っている人別】

⑤高齢者、病人の介護・看護を主に担っている人別にみると、他に比べ、男女同程度で「ある程度

満足」の割合が、主として女性で「あまり満足していない」の割合が高くなっています。

単位：％

⑥ 家庭における重要な決定

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 462 17.5 48.1 19.5 9.7 5.2

主として男性 8 37.5 50.0 － 12.5 －

男女同程度 201 20.4 63.2 8.5 1.5 6.5

主として女性 253 14.6 36.0 28.9 16.2 4.3

その他／非該当（ひとり暮らし
など）

－ － － － － －

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 715 35.1 49.7 6.9 3.5 4.9

女性 412 31.8 49.8 8.3 5.3 4.9

男性 293 39.6 49.8 5.1 0.7 4.8
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしているで「満足」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

満
足

あ
る
程
度
満
足

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

全 体 715 35.1 49.7 6.9 3.5 4.9

女性 共働きしている 200 35.5 49.0 8.0 4.0 3.5

女性 共働きしていない 131 26.0 51.9 9.9 6.1 6.1

男性 共働きしている 97 47.4 44.3 7.2 － 1.0

男性 共働きしていない 135 37.0 51.1 3.7 0.7 7.4
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問５-③ 希望の役割分担になっていない主な理由は何だと思いますか。（○は１つ）

「仕事が忙しい」の割合が 18.2％と最も高く、次いで「不得意」の割合が 14.9％、「相手とのコミ

ュニケーション不足」の割合が 13.4％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「仕事が忙しい」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

仕
事
が
忙
し
い

相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足

あ
ま
り
関
心
が
な
い

知
識
が
な
い

不
得
意

世
間
体

そ
の
他

無
回
答

全 体 269 18.2 13.4 10.4 3.0 14.9 2.2 10.8 27.1

女性 199 15.6 13.6 13.1 2.5 15.6 2.0 11.6 26.1

男性 67 25.4 13.4 3.0 4.5 13.4 3.0 7.5 29.9

回答者数 = 269 ％

仕事が忙しい

相手とのコミュニケーション不足

あまり関心がない

知識がない

不得意

世間体

その他

無回答

18.2

13.4

10.4

3.0

14.9

2.2

10.8

27.1

0 20 40 60 80 100
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【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「不得意」「仕事が忙しい」の割合が、

男性共働きしているで「相手とのコミュニケーション不足」「仕事が忙しい」の割合が高くなっていま

す。

単位：％

問５-④ １日のうちであなたが家事に要する平均時間はそれぞれどのくらいですか。

『平日』で「30 分～１時間未満」の割合が、『休日』で「１～２時間未満」の割合が高くなってい

ます。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

仕
事
が
忙
し
い

相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足

あ
ま
り
関
心
が
な
い

知
識
が
な
い

不
得
意

世
間
体

そ
の
他

無
回
答

全 体 269 18.2 13.4 10.4 3.0 14.9 2.2 10.8 27.1

女性 共働きしてい
る

105 18.1 11.4 14.3 3.8 13.3 1.9 11.4 25.7

女性 共働きしてい
ない

56 8.9 17.9 10.7 1.8 17.9 － 12.5 30.4

男性 共働きしてい
る

24 25.0 20.8 4.2 4.2 － 4.2 4.2 37.5

男性 共働きしてい
ない

28 25.0 7.1 － 7.1 25.0 3.6 7.1 25.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

平日 853 4.6 14.5 18.2 16.3 15.0 12.8 7.6 7.4 3.6

休日 853 3.3 9.7 14.8 19.8 17.6 12.7 8.1 8.2 5.9
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平日

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「30分～１時間未満」「30 分未満」の割合が、女性で「２～３時

間未満」の割合が高くなっています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしているで「30分～１時間未満」の割合が、男性

共働きしていないで「30 分未満」「30 分～１時間未満」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全 体 853 4.6 14.5 18.2 16.3 15.0 12.8 7.6 7.4 3.6

女性 500 1.6 4.0 7.4 17.2 22.0 19.6 12.4 11.8 4.0

男性 339 8.8 30.4 34.2 15.6 4.7 2.4 0.9 1.2 1.8

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全 体 853 4.6 14.5 18.2 16.3 15.0 12.8 7.6 7.4 3.6

女性 共働きして
いる

202 1.0 1.5 4.0 14.9 25.7 22.3 16.3 13.9 0.5

女性 共働きして
いない

134 － 1.5 4.5 14.9 23.1 24.6 9.0 15.7 6.7

男性 共働きして
いる

102 5.9 25.5 43.1 18.6 4.9 1.0 － － 1.0

男性 共働きして
いない

144 7.6 34.7 31.9 13.9 5.6 1.4 － 1.4 3.5



43

休日

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「30 分～１時間未満」の割合が、女性で「３～４時間未満」の割

合が高くなっています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、男性共働きしていないで「30 分～１時間未満」の割合が、男

性共働きしているで「１～２時間未満」の割合が、女性共働きしていないで「２～３時間未満」の割

合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全 体 853 3.3 9.7 14.8 19.8 17.6 12.7 8.1 8.2 5.9

女性 500 1.2 3.0 8.0 17.6 21.2 18.0 12.0 13.2 5.8

男性 339 6.2 19.8 24.8 23.9 12.1 5.0 2.4 1.2 4.7

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全 体 853 3.3 9.7 14.8 19.8 17.6 12.7 8.1 8.2 5.9

女性 共働きして
いる

202 1.5 2.0 5.0 15.8 19.8 21.8 15.8 15.3 3.0

女性 共働きして
いない

134 － 0.7 3.7 18.7 26.9 17.9 10.4 14.9 6.7

男性 共働きして
いる

102 1.0 16.7 15.7 31.4 20.6 9.8 2.0 － 2.9

男性 共働きして
いない

144 4.9 24.3 30.6 19.4 8.3 2.1 0.7 1.4 8.3
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４ 子育てについて

問６-① 子育てについてあなたはどう思いますか。

（①～⑦のそれぞれについて、１か２に○）

『④ 男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい』『⑤ 男女とも、家事・育児ができる

ように育てるのがよい』『⑥ 個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい』で「そう思う」の割合が

高くなっています。また、『② ３歳までは、母親が子育てに専念するべきである』『⑦ 女の子は女

らしく、男の子は男らしく育てるのがよい』で「そう思わない」の割合が高くなっています。

単位：％

① 祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

① 祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい 853 80.5 14.9 4.6

② ３歳までは、母親が子育てに専念するべきである 853 36.7 58.7 4.6

③ 子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい 853 85.0 10.4 4.6

④ 男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい 853 90.4 5.0 4.6

⑤ 男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい 853 91.2 4.0 4.8

⑥ 個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい 853 90.6 5.2 4.2

⑦ 女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい 853 26.6 67.4 6.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 80.5 14.9 4.6

女性 500 83.6 11.8 4.6

男性 339 76.7 19.8 3.5
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、男性 20 歳代で「そう思わない」の割合が、女性 50歳代で「そ

う思う」の割合が、女性 20 歳代で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 80.5 14.9 4.6

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 91.3 8.7 －

女性 30 歳代 52 88.5 9.6 1.9

女性 40 歳代 66 87.9 9.1 3.0

女性 50 歳代 87 92.0 5.7 2.3

女性 60 歳代 92 83.7 13.0 3.3

女性 70 歳代 113 82.3 12.4 5.3

女性 80 歳以上 59 59.3 25.4 15.3

男性 10 歳代 7 85.7 14.3 －

男性 20 歳代 16 68.8 31.3 －

男性 30 歳代 27 85.2 14.8 －

男性 40 歳代 54 83.3 16.7 －

男性 50 歳代 59 81.4 18.6 －

男性 60 歳代 52 82.7 15.4 1.9

男性 70 歳代 79 69.6 25.3 5.1

男性 80 歳以上 44 65.9 18.2 15.9
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② ３歳までは、母親が子育てに専念するべきである

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「そう思う」の割合が、女性で「そう思わない」の割合が高くな

っています。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性、男性ともに「そう思わない」の割合が増加しています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 36.7 58.7 4.6

女性 500 32.0 64.0 4.0

男性 339 43.4 52.2 4.4

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 32.0 64.0 4.0

女性（平成 28 年度調査） 514 52.3 43.6 4.1

男性（令和４年度調査） 339 43.4 52.2 4.4

男性（平成 28 年度調査） 351 63.2 35.9 0.9
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 30 歳代で「そう思わない」の割合が、女性 20歳代で「そ

う思わない」の割合が、男性 30 歳代で「そう思わない」の割合が高くなっています。

単位：％

③ 子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 36.7 58.7 4.6

女性 10 歳代 8 50.0 50.0 －

女性 20 歳代 23 21.7 78.3 －

女性 30 歳代 52 21.2 78.8 －

女性 40 歳代 66 30.3 66.7 3.0

女性 50 歳代 87 28.7 69.0 2.3

女性 60 歳代 92 31.5 64.1 4.3

女性 70 歳代 113 34.5 61.9 3.5

女性 80 歳以上 59 45.8 40.7 13.6

男性 10 歳代 7 42.9 57.1 －

男性 20 歳代 16 43.8 56.3 －

男性 30 歳代 27 22.2 77.8 －

男性 40 歳代 54 35.2 64.8 －

男性 50 歳代 59 45.8 54.2 －

男性 60 歳代 52 42.3 55.8 1.9

男性 70 歳代 79 51.9 40.5 7.6

男性 80 歳以上 44 47.7 34.1 18.2

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 85.0 10.4 4.6

女性 500 85.0 11.0 4.0

男性 339 85.8 9.7 4.4
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 80 歳以上で「そう思わない」の割合が、女性 20 歳代で「そ

う思う」の割合が、女性 50 歳代で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 85.0 10.4 4.6

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 95.7 4.3 －

女性 30 歳代 52 92.3 7.7 －

女性 40 歳代 66 87.9 7.6 4.5

女性 50 歳代 87 94.3 3.4 2.3

女性 60 歳代 92 87.0 10.9 2.2

女性 70 歳代 113 79.6 16.8 3.5

女性 80 歳以上 59 62.7 22.0 15.3

男性 10 歳代 7 85.7 14.3 －

男性 20 歳代 16 93.8 6.3 －

男性 30 歳代 27 88.9 11.1 －

男性 40 歳代 54 88.9 11.1 －

男性 50 歳代 59 91.5 6.8 1.7

男性 60 歳代 52 82.7 15.4 1.9

男性 70 歳代 79 82.3 11.4 6.3

男性 80 歳以上 44 79.5 2.3 18.2
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④ 男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、男性 20 歳代で「そう思う」の割合が、男性 40歳代で「そう思

う」の割合が、男性 60歳代で「そう思う」の割合が、女性 20 歳代で「そう思う」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 90.4 5.0 4.6

女性 500 89.6 6.6 3.8

男性 339 92.6 2.7 4.7

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 90.4 5.0 4.6

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 95.7 4.3 －

女性 30 歳代 52 94.2 5.8 －

女性 40 歳代 66 90.9 7.6 1.5

女性 50 歳代 87 94.3 3.4 2.3

女性 60 歳代 92 85.9 10.9 3.3

女性 70 歳代 113 92.9 3.5 3.5

女性 80 歳以上 59 72.9 11.9 15.3

男性 10 歳代 7 100.0 － －

男性 20 歳代 16 100.0 － －

男性 30 歳代 27 88.9 11.1 －

男性 40 歳代 54 100.0 － －

男性 50 歳代 59 93.2 5.1 1.7

男性 60 歳代 52 98.1 － 1.9

男性 70 歳代 79 89.9 1.3 8.9

男性 80 歳以上 44 79.5 4.5 15.9
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⑤ 男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で大きな差はみられません。

男性で「そう思わない」の割合が減少しています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 91.2 4.0 4.8

女性 500 92.4 3.8 3.8

男性 339 90.6 4.1 5.3

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 92.4 3.8 3.8

女性（平成 28 年度調査） 514 93.6 4.3 2.1

男性（令和４年度調査） 339 90.6 4.1 5.3

男性（平成 28 年度調査） 351 87.2 11.4 1.4
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 20 歳代で「そう思う」の割合が、女性 30歳代で「そう思

う」の割合が、男性 40歳代で「そう思う」の割合が、女性 50 歳代で「そう思う」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 91.2 4.0 4.8

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 100.0 － －

女性 30 歳代 52 98.1 1.9 －

女性 40 歳代 66 97.0 1.5 1.5

女性 50 歳代 87 97.7 － 2.3

女性 60 歳代 92 90.2 7.6 2.2

女性 70 歳代 113 92.0 4.4 3.5

女性 80 歳以上 59 74.6 8.5 16.9

男性 10 歳代 7 100.0 － －

男性 20 歳代 16 93.8 6.3 －

男性 30 歳代 27 92.6 7.4 －

男性 40 歳代 54 98.1 1.9 －

男性 50 歳代 59 96.6 1.7 1.7

男性 60 歳代 52 96.2 1.9 1.9

男性 70 歳代 79 86.1 5.1 8.9

男性 80 歳以上 44 70.5 9.1 20.5
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⑥ 個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 20 歳代で「そう思う」の割合が、女性 30歳代で「そう思

う」の割合が、女性 40歳代で「そう思う」の割合が、男性 30 歳代で「そう思う」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 90.6 5.2 4.2

女性 500 91.8 4.6 3.6

男性 339 90.0 5.9 4.1

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 90.6 5.2 4.2

女性 10 歳代 8 100.0 － －

女性 20 歳代 23 100.0 － －

女性 30 歳代 52 100.0 － －

女性 40 歳代 66 97.0 1.5 1.5

女性 50 歳代 87 94.3 3.4 2.3

女性 60 歳代 92 93.5 3.3 3.3

女性 70 歳代 113 91.2 5.3 3.5

女性 80 歳以上 59 69.5 16.9 13.6

男性 10 歳代 7 71.4 28.6 －

男性 20 歳代 16 87.5 12.5 －

男性 30 歳代 27 96.3 3.7 －

男性 40 歳代 54 88.9 9.3 1.9

男性 50 歳代 59 93.2 5.1 1.7

男性 60 歳代 52 96.2 1.9 1.9

男性 70 歳代 79 89.9 5.1 5.1

男性 80 歳以上 44 79.5 4.5 15.9
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⑦ 女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「そう思う」の割合が、女性で「そう思わない」の割合が高くな

っています。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性、男性ともに「そう思わない」の割合が増加しています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 26.6 67.4 6.0

女性 500 16.8 77.4 5.8

男性 339 41.3 53.4 5.3

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 16.8 77.4 5.8

女性（平成 28 年度調査） 514 37.7 58.8 3.5

男性（令和４年度調査） 339 41.3 53.4 5.3

男性（平成 28 年度調査） 351 60.4 38.2 1.4
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、男性 40 歳代で「そう思う」の割合が、女性 30歳代で「そう思

わない」の割合が、男性 80 歳以上で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

問６-② １日のうちであなたが育児に要する平均時間はそれぞれどのくらいですか。

※同居・別居は問いません。

「対象がいない」を除いて、『平日』『休日』ともに「０分」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

全 体 853 26.6 67.4 6.0

女性 10 歳代 8 － 100.0 －

女性 20 歳代 23 17.4 78.3 4.3

女性 30 歳代 52 13.5 86.5 －

女性 40 歳代 66 10.6 84.8 4.5

女性 50 歳代 87 11.5 83.9 4.6

女性 60 歳代 92 14.1 78.3 7.6

女性 70 歳代 113 21.2 74.3 4.4

女性 80 歳以上 59 32.2 52.5 15.3

男性 10 歳代 7 57.1 42.9 －

男性 20 歳代 16 37.5 62.5 －

男性 30 歳代 27 29.6 70.4 －

男性 40 歳代 54 50.0 48.1 1.9

男性 50 歳代 59 44.1 54.2 1.7

男性 60 歳代 52 40.4 55.8 3.8

男性 70 歳代 79 35.4 54.4 10.1

男性 80 歳以上 44 45.5 40.9 13.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

対
象
が
い
な
い

無
回
答

平日 853 10.8 5.4 7.4 4.5 2.6 1.2 1.2 6.4 49.6 11.0

休日 853 10.1 2.8 4.5 4.7 2.9 2.9 1.6 9.5 49.1 11.8
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平日

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、女性共働きしていないで「対象がいない」の割合が、男性共

働きしていないで「０分」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

対
象
が
い
な
い

無
回
答

全 体 853 10.8 5.4 7.4 4.5 2.6 1.2 1.2 6.4 49.6 11.0

女性 500 8.8 1.6 4.2 3.4 3.6 1.0 1.8 10.8 52.8 12.0

男性 339 14.2 10.9 12.4 6.2 1.2 1.5 0.3 0.3 44.5 8.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

対
象
が
い
な
い

無
回
答

全 体 853 10.8 5.4 7.4 4.5 2.6 1.2 1.2 6.4 49.6 11.0

女性 共働きし
ている

202 7.4 2.0 6.4 5.9 6.9 1.5 4.0 18.8 44.1 3.0

女性 共働きし
ていない

134 6.0 1.5 1.5 0.7 － － 0.7 1.5 67.2 20.9

男性 共働きし
ている

102 8.8 16.7 19.6 12.7 2.9 1.0 － 1.0 34.3 2.9

男性 共働きし
ていない

144 18.1 11.8 10.4 2.8 － 2.1 0.7 － 41.7 12.5
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休日

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、女性共働きしていないで「対象がいない」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

対
象
が
い
な
い

無
回
答

全 体 853 10.1 2.8 4.5 4.7 2.9 2.9 1.6 9.5 49.1 11.8

女性 500 9.0 1.0 2.6 2.8 2.0 2.2 1.6 13.6 52.2 13.0

男性 339 12.1 5.3 7.4 7.7 4.4 4.1 1.8 3.8 44.5 8.8

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

対
象
が
い
な
い

無
回
答

全 体 853 10.1 2.8 4.5 4.7 2.9 2.9 1.6 9.5 49.1 11.8

女性 共働きし
ている

202 6.9 1.0 4.0 5.4 3.5 4.5 3.5 24.3 43.1 4.0

女性 共働きし
ていない

134 7.5 － － 1.5 － 0.7 0.7 1.5 67.2 20.9

男性 共働きし
ている

102 7.8 5.9 11.8 12.7 9.8 4.9 2.0 6.9 34.3 3.9

男性 共働きし
ていない

144 14.6 7.6 6.9 4.9 2.8 5.6 1.4 2.1 42.4 11.8
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５ 介護について

問７ あなたは今、家族の誰かを介護していますか。または介護をしたことがあります

か。（どちらか１つに○）

「している（したことがある）」の割合が 35.8％、「していない（したことがない）」の割合が 62.5％

となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「していない（したことがない）」の割合が、女性で「している（し

たことがある）」の割合が高くなっています。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で「している（したことがある）」の割合が増加しています。

男性では、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

し
て
い
る
（
し
た
こ
と
が

あ
る
）

し
て
い
な
い
（
し
た
こ
と

が
な
い
）

無
回
答

全 体 853 35.8 62.5 1.8

女性 500 43.4 55.6 1.0

男性 339 25.7 72.6 1.8

区分

回
答
者
数
（
件
）

し
て
い
る
（
し
た
こ
と
が

あ
る
）

し
て
い
な
い
（
し
た
こ
と

が
な
い
）

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 43.4 55.6 1.0

女性（平成 28 年度調査） 514 36.8 62.1 1.2

男性（令和４年度調査） 339 25.7 72.6 1.8

男性（平成 28 年度調査） 351 28.8 70.9 0.3

回答者数 = 853 ％

している（したことがある）

していない（したことがない）

無回答

35.8

62.5

1.8

0 20 40 60 80 100
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、男性 20 歳代で「していない（したことがない）」の割合が、女

性 60 歳代で「している（したことがある）」の割合が、女性 20 歳代で「していない（したことがな

い）」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

し
て
い
る
（
し
た
こ
と
が

あ
る
）

し
て
い
な
い
（
し
た
こ
と

が
な
い
）

無
回
答

全 体 853 35.8 62.5 1.8

女性 10 歳代 8 － 100.0 －

女性 20 歳代 23 8.7 91.3 －

女性 30 歳代 52 11.5 88.5 －

女性 40 歳代 66 27.3 72.7 －

女性 50 歳代 87 39.1 60.9 －

女性 60 歳代 92 71.7 28.3 －

女性 70 歳代 113 60.2 38.9 0.9

女性 80 歳以上 59 39.0 54.2 6.8

男性 10 歳代 7 14.3 85.7 －

男性 20 歳代 16 － 100.0 －

男性 30 歳代 27 22.2 74.1 3.7

男性 40 歳代 54 11.1 87.0 1.9

男性 50 歳代 59 27.1 72.9 －

男性 60 歳代 52 42.3 57.7 －

男性 70 歳代 79 38.0 59.5 2.5

男性 80 歳以上 44 13.6 81.8 4.5
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問８ 介護した相手は誰ですか。（あてはまるものすべてに○）

「親」の割合が 65.2％と最も高く、次いで「配偶者の親」の割合が 27.2％、「配偶者」の割合が

16.7％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で「親」の割合が増加しています。一方、「配偶者の親」の割合

が減少しています。

男性で、「祖父母」の割合が増加しています。一方、「配偶者の親」の割合が減少しています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

配
偶
者

親 兄
弟
・
姉
妹

祖
父
母

配
偶
者
の
親

配
偶
者
の
祖
父
母

そ
の
他

無
回
答

全 体 305 16.7 65.2 6.2 9.2 27.2 3.6 2.0 1.0

女性 217 19.4 64.5 7.4 8.8 31.8 4.1 1.8 0.5

男性 87 10.3 66.7 3.4 10.3 16.1 2.3 2.3 2.3

区分

回
答
者
数
（
件
）

配
偶
者

親 兄
弟
・
姉
妹

祖
父
母

配
偶
者
の
親

配
偶
者
の
祖
父

母 そ
の
他

無
回
答

女性（令和４年度調査） 217 19.4 64.5 7.4 8.8 31.8 4.1 1.8 0.5

女性（平成 28年度調査） 189 18.0 47.1 2.6 5.8 37.0 4.2 2.1 5.3

男性（令和４年度調査） 87 10.3 66.7 3.4 10.3 16.1 2.3 2.3 2.3

男性（平成 28年度調査） 101 8.9 65.3 3.0 5.0 21.8 1.0 7.9 5.9

回答者数 = 305 ％

配偶者

親

兄弟・姉妹

祖父母

配偶者の親

配偶者の祖父母

その他

無回答

16.7

65.2

6.2

9.2

27.2

3.6

2.0

1.0

0 20 40 60 80 100
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問９-① 介護はどのように行っていますか（または行っていましたか）。

（あてはまるもの１つに○）

「サービスなどを利用しながら介護している」の割合が 32.1％と最も高く、次いで「主に自分が介

護しているが、配偶者、子ども、その他の家族などの協力がある」の割合が 24.3％、「主に他の人が

介護しているのを手伝っている」の割合が 18.4％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「サービスなどを利用しながら介護している」「主に他の人が介護

しているのを手伝っている」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
に
自
分
一
人
で
介
護
し

て
い
る

主
に
自
分
が
介
護
し
て
い

る
が
、
配
偶
者
、
子
ど
も
、

そ
の
他
の
家
族
な
ど
の
協

力
が
あ
る

主
に
他
の
人
が
介
護
し
て

い
る
の
を
手
伝
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し

な
が
ら
介
護
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

全 体 305 15.1 24.3 18.4 32.1 4.3 5.9

女性 217 18.4 25.3 16.1 29.5 2.8 7.8

男性 87 6.9 20.7 24.1 39.1 8.0 1.1

回答者数 = 305 ％

主に自分一人で介護している

主に自分が介護しているが、配偶者、子ども、その
他の家族などの協力がある

主に他の人が介護しているのを手伝っている

サービスなどを利用しながら介護している

その他

無回答

15.1

24.3

18.4

32.1

4.3

5.9

0 20 40 60 80 100
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【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で「主に自分一人で介護している」の割合が減少しています。

男性で、「サービスなどを利用しながら介護している」の割合が増加しています。一方、「主に自分

一人で介護している」の割合が減少しています。

単位：％

問９-② 現在、介護をしている方におたずねします。１日のうちであなたが介護に要する

平均時間はそれぞれどのくらいですか。

『平日』で「30 分未満」の割合が、『休日』で「30分～１時間未満」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

主
に
自
分
一
人
で
介
護
し

て
い
る

主
に
自
分
が
介
護
し
て
い

る
が
、
配
偶
者
、
子
ど
も
、

そ
の
他
の
家
族
な
ど
の
協

力
が
あ
る

主
に
他
の
人
が
介
護
し
て

い
る
の
を
手
伝
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し

な
が
ら
介
護
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

女性（令和４年度調査） 217 18.4 25.3 16.1 29.5 2.8 7.8

女性（平成 28 年度調査） 189 24.9 23.3 13.8 30.7 6.3 1.1

男性（令和４年度調査） 87 6.9 20.7 24.1 39.1 8.0 1.1

男性（平成 28 年度調査） 101 13.9 16.8 23.8 33.7 6.9 5.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

平日 305 4.9 8.9 5.6 5.6 2.3 2.3 0.3 3.6 66.6

休日 305 3.9 5.2 7.2 6.6 2.6 3.3 1.3 3.3 66.6
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平日

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

休日

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全 体 305 4.9 8.9 5.6 5.6 2.3 2.3 0.3 3.6 66.6

女性 217 4.1 4.1 5.5 6.5 2.3 2.8 0.5 4.6 69.6

男性 87 6.9 20.7 5.7 3.4 2.3 1.1 － 1.1 58.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

０
分 分

未
満

30
分
～
１
時
間
未
満

30 １
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
４
時
間
未
満

４
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全 体 305 3.9 5.2 7.2 6.6 2.6 3.3 1.3 3.3 66.6

女性 217 4.6 2.3 6.0 6.9 2.3 3.2 1.4 3.7 69.6

男性 87 2.3 12.6 10.3 5.7 3.4 3.4 1.1 2.3 58.6
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６ 女性と仕事について

問 10 一般的に女性が収入をともなう仕事をもつことについて、あなたはどう思います

か。（あてはまるもの１つに○）

「子どもができても、育児休業をとるなどして仕事はずっと続ける方がよい」の割合が 48.9％と最

も高く、次いで「結婚や出産で退職または一時離職し、子育てを終えてから再び仕事をもつ方がよい」

の割合が 27.2％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

子
ど
も
が
で
き
て
も
、
育
児
休
業
を

と
る
な
ど
し
て
仕
事
は
ず
っ
と
続
け

る
方
が
よ
い

結
婚
や
出
産
で
退
職
ま
た
は
一
時
離

職
し
、
子
育
て
を
終
え
て
か
ら
再
び

仕
事
を
も
つ
方
が
よ
い

結
婚
や
出
産
ま
で
は
仕
事
を
も
つ
方

が
よ
い

仕
事
は
家
計
の
補
助
程
度
の
働
き
で

よ
い

女
性
は
仕
事
を
も
た
な
い
方
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 853 48.9 27.2 5.6 6.6 0.5 5.6 5.6

女性 500 50.2 28.0 4.6 5.6 0.4 5.8 5.4

男性 339 46.9 26.5 7.4 8.0 0.6 5.6 5.0

回答者数 = 853 ％

子どもができても、育児休業をとるなどして仕事は
ずっと続ける方がよい

結婚や出産で退職または一時離職し、子育てを終え
てから再び仕事をもつ方がよい

結婚や出産までは仕事をもつ方がよい

仕事は家計の補助程度の働きでよい

女性は仕事をもたない方がよい

その他

無回答

48.9

27.2

5.6

6.6

0.5

5.6

5.6

0 20 40 60 80 100
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【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性、男性ともに「子どもができても、育児休業をとるなどして仕

事はずっと続ける方がよい」の割合が増加し、「結婚や出産で退職または一時離職し、子育てを終えて

から再び仕事をもつ方がよい」の割合が減少しています。

単位：％

【性別（国比較）】

性別で国調査（男女共同参画社会に関する世論調査（令和４年 11月調査））と比較すると、女性、

男性ともに「子どもができても、育児休業をとるなどして仕事はずっと続ける方がよい」の割合が低

くなっています。

単位：％

※国調査では「仕事は家計の補助程度の働きでよい」の選択肢はありません。

区分

回
答
者
数
（
件
）

子
ど
も
が
で
き
て
も
、
育
児
休
業
を

と
る
な
ど
し
て
仕
事
は
ず
っ
と
続
け

る
方
が
よ
い

結
婚
や
出
産
で
退
職
ま
た
は
一
時
離

職
し
、
子
育
て
を
終
え
て
か
ら
再
び

仕
事
を
も
つ
方
が
よ
い

結
婚
や
出
産
ま
で
は
仕
事
を
も
つ
方

が
よ
い

仕
事
は
家
計
の
補
助
程
度
の
働
き
で

よ
い

女
性
は
仕
事
を
も
た
な
い
方
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 50.2 28.0 4.6 5.6 0.4 5.8 5.4

女性（平成28年度調査） 514 40.5 36.6 8.4 7.8 1.0 4.9 1.0

男性（令和４年度調査） 339 46.9 26.5 7.4 8.0 0.6 5.6 5.0

男性（平成28年度調査） 351 33.9 36.8 8.8 12.5 1.7 5.1 1.1

区分

回
答
者
数
（
件
）

子
ど
も
が
で
き
て
も
、
育
児
休
業
を

と
る
な
ど
し
て
仕
事
は
ず
っ
と
続
け

る
方
が
よ
い

結
婚
や
出
産
で
退
職
ま
た
は
一
時
離

職
し
、
子
育
て
を
終
え
て
か
ら
再
び

仕
事
を
も
つ
方
が
よ
い

結
婚
や
出
産
ま
で
は
仕
事
を
も
つ
方

が
よ
い

仕
事
は
家
計
の
補
助
程
度
の
働
き
で

よ
い

女
性
は
仕
事
を
も
た
な
い
方
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

女性 500 50.2 28.0 4.6 5.6 0.4 5.8 5.4

女性（国調査） 1,534 61.3 27.0 2.4 － 0.6 6.3 2.4

男性 339 46.9 26.5 7.4 8.0 0.6 5.6 5.0

男性（国調査） 1,313 57.4 27.3 2.7 － 0.9 9.4 2.3
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問 11 あなたは、現在の女性は働きやすい状況にあると思いますか。

（あてはまるもの１つに○）

「そう思わない」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 25.4％、「そう思う」

の割合が 17.5％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「そう思う」の割合が高くなっています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、女性共働きしているで「そう思わない」の割合が、女性共働

きしていないで「わからない」の割合が、男性共働きしているで「そう思う」の割合が高くなってい

ます。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 853 17.5 53.9 25.4 3.2

女性 500 13.6 57.2 26.6 2.6

男性 339 23.3 48.7 24.8 3.2

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 853 17.5 53.9 25.4 3.2

女性 共働きしている 202 13.4 67.8 17.3 1.5

女性 共働きしていない 134 14.2 44.8 38.8 2.2

男性 共働きしている 102 23.5 53.9 20.6 2.0

男性 共働きしていない 144 21.5 52.8 21.5 4.2

回答者数 = 853 ％

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

17.5

53.9

25.4

3.2

0 20 40 60 80 100
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【女性の雇用形態別】

女性の雇用形態別にみると、他に比べ、自由業者（弁護士・開業医・個人教師等）で「わからない」

の割合が、派遣社員で「わからない」の割合が、公務員等（私立学校教師含む）で「そう思わない」

の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 233 15.9 60.1 22.7 1.3

営業主・会社経営 8 12.5 62.5 25.0 －

家業手伝い（農林漁業を含む） 4 － 100.0 － －

自由業者（弁護士・開業医・個人教師等） 11 9.1 54.5 36.4 －

内職など（在宅で受託） 1 － 100.0 － －

公務員等（私立学校教師含む） 14 21.4 71.4 7.1 －

正社員 69 21.7 55.1 23.2 －

臨時雇用・パート・アルバイト 102 12.7 61.8 23.5 2.0

派遣社員 14 7.1 50.0 35.7 7.1

その他 8 25.0 62.5 12.5 －
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問 12 そう思わない理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに○）

「労働条件が整っていないから」の割合が 53.0％と最も高く、次いで「保育・介護施設が整備され

ていないから」の割合が 49.8％、「働く場が限られているから」の割合が 40.7％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから」の割合が高くな

っています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

働
く
場
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

能
力
発
揮
の
場
が
少
な
い
か
ら

労
働
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
か

ら 保
育
・
介
護
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
か
ら

昇
進
・
給
与
等
に
男
女
の
差
別

的
扱
い
が
あ
る
か
ら

結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ

る
か
ら

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う

社
会
通
念
が
あ
る
か
ら

家
族
の
理
解
、
協
力
が
得
に
く

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

全 体 460 40.7 12.6 53.0 49.8 35.2 12.2 21.5 14.6 3.9 1.5

女性 286 41.3 10.8 52.4 49.0 32.2 9.8 21.3 19.2 3.8 1.7

男性 165 41.2 15.8 55.2 51.5 40.6 17.0 21.2 6.7 3.6 1.2

回答者数 = 460 ％

働く場が限られているから

能力発揮の場が少ないから

労働条件が整っていないから

保育・介護施設が整備されていないから

昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるか
ら

結婚・出産退職の慣行があるから

男は仕事、女は家庭という社会通念がある
から

家族の理解、協力が得にくいから

その他

無回答

40.7

12.6

53.0

49.8

35.2

12.2

21.5

14.6

3.9

1.5

0 20 40 60 80 100
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【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性で「昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから」の割合が増

加しています。一方、「保育・介護施設が整備されていないから」「結婚・出産退職の慣行があるから」

「家族の理解、協力が得にくいから」の割合が減少しています。

男性で「労働条件が整っていないから」「昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから」の割合が増

加しています。一方、「能力発揮の場が少ないから」「保育・介護施設が整備されていないから」「結婚・

出産退職の慣行があるから」「家族の理解、協力が得にくいから」の割合が減少しています。

単位：％

【性別・共働き別】

性別・共働き別にみると、他に比べ、女性共働きしていないで「家族の理解、協力が得にくいから」

の割合が、男性共働きしているで「結婚・出産退職の慣行があるから」「昇進・給与等に男女の差別的

扱いがあるから」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

働
く
場
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

能
力
発
揮
の
場
が
少
な
い
か
ら

労
働
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
か

ら 保
育
・
介
護
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
か
ら

昇
進
・
給
与
等
に
男
女
の
差
別

的
扱
い
が
あ
る
か
ら

結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ

る
か
ら

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う

社
会
通
念
が
あ
る
か
ら

家
族
の
理
解
、
協
力
が
得
に
く

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

女性
（令和４年度調査）

286 41.3 10.8 52.4 49.0 32.2 9.8 21.3 19.2 3.8 1.7

女性
（平成 28年度調査）

311 40.5 11.9 50.8 60.8 25.4 16.4 19.9 25.1 4.8 1.0

男性
（令和４年度調査）

165 41.2 15.8 55.2 51.5 40.6 17.0 21.2 6.7 3.6 1.2

男性
（平成 28年度調査）

157 40.8 25.5 45.9 68.2 33.8 23.6 21.7 14.0 2.5 0.6

区分

回
答
者
数
（
件
）

働
く
場
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

能
力
発
揮
の
場
が
少
な
い
か
ら

労
働
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
か

ら 保
育
・
介
護
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
か
ら

昇
進
・
給
与
等
に
男
女
の
差
別

的
扱
い
が
あ
る
か
ら

結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ

る
か
ら

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う

社
会
通
念
が
あ
る
か
ら

家
族
の
理
解
、
協
力
が
得
に
く

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

全 体 460 40.7 12.6 53.0 49.8 35.2 12.2 21.5 14.6 3.9 1.5

女性 共働きし
ている

137 41.6 10.9 54.7 50.4 26.3 11.7 21.2 18.2 5.8 2.2

女性 共働きし
ていない

60 35.0 8.3 50.0 51.7 40.0 10.0 18.3 25.0 3.3 －

男性 共働きし
ている

55 43.6 12.7 49.1 52.7 43.6 21.8 23.6 3.6 1.8 －

男性 共働きし
ていない

76 40.8 17.1 56.6 56.6 36.8 11.8 18.4 6.6 5.3 2.6
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【女性の雇用形態別】

女性の雇用形態別にみると、他に比べ、公務員等（私立学校教師含む）で「家族の理解、協力が得

にくいから」「昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから」の割合が、正社員で「昇進・給与等に男

女の差別的扱いがあるから」の割合が高くなっています。

単位：％

問 13 家庭で育児や介護が必要なとき、共働き夫婦（事実婚を含む）が育児休業や介護休

業を取るとしたらどうするのがよいと思いますか。育児休業、介護休業それぞれにつ

いてお答えください。

『育児休業』『介護休業』ともに「夫も妻も同じように取るのがよい」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

働
く
場
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

能
力
発
揮
の
場
が
少
な
い
か
ら

労
働
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
か

ら 保
育
・
介
護
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
か
ら

昇
進
・
給
与
等
に
男
女
の
差
別

的
扱
い
が
あ
る
か
ら

結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ

る
か
ら

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う

社
会
通
念
が
あ
る
か
ら

家
族
の
理
解
、
協
力
が
得
に
く

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

全 体 140 38.6 9.3 53.6 45.0 31.4 10.7 22.1 18.6 5.7 1.4

営業主・会社経営 5 40.0 20.0 80.0 40.0 60.0 － 20.0 40.0 － －

家業手伝い（農林
漁業を含む）

4 25.0 － 50.0 75.0 － － 75.0 25.0 － －

自由業者（弁護
士・開業医・個人
教師等）

6 50.0 16.7 50.0 33.3 16.7 16.7 50.0 － 16.7 －

内職など（在宅で
受託）

1 － － 100.0 － － － － － － －

公務員等（私立学
校教師含む）

10 30.0 20.0 30.0 40.0 40.0 － 20.0 30.0 30.0 －

正社員 38 39.5 5.3 47.4 39.5 42.1 10.5 23.7 18.4 2.6 －

臨時雇用・パー
ト・アルバイト

63 39.7 3.2 58.7 52.4 22.2 12.7 19.0 17.5 4.8 3.2

派遣社員 7 42.9 42.9 57.1 14.3 42.9 14.3 14.3 14.3 － －

その他 5 40.0 20.0 60.0 60.0 60.0 20.0 － － － －

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

育児休業 853 0.8 27.0 65.3 2.3 4.6

介護休業 853 1.1 7.3 82.3 4.0 5.4
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育児休業

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性、男性ともに「夫も妻も同じように取るのがよい」の割合が増

加し、「どちらかといえば妻が取るのがよい」の割合が減少しています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 853 0.8 27.0 65.3 2.3 4.6

女性 500 0.2 27.0 66.8 1.6 4.4

男性 339 1.5 27.7 63.1 3.5 4.1

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 0.2 27.0 66.8 1.6 4.4

女性（平成 28 年度調査） 514 0.4 53.9 40.5 1.9 3.3

男性（令和４年度調査） 339 1.5 27.7 63.1 3.5 4.1

男性（平成 28 年度調査） 351 0.6 51.0 43.3 3.1 2.0
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 20歳代で「夫も妻も同じように取るのがよい」の割合が、

女性 80歳以上で「どちらかといえば妻が取るのがよ」の割合が、女性 40 歳代で「夫も妻も同じよう

に取るのがよい」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 853 0.8 27.0 65.3 2.3 4.6

女性 10 歳代 8 － 12.5 75.0 12.5 －

女性 20 歳代 23 － 17.4 82.6 － －

女性 30 歳代 52 － 23.1 75.0 1.9 －

女性 40 歳代 66 － 18.2 77.3 1.5 3.0

女性 50 歳代 87 － 20.7 74.7 － 4.6

女性 60 歳代 92 1.1 23.9 69.6 1.1 4.3

女性 70 歳代 113 － 36.3 53.1 3.5 7.1

女性 80 歳以上 59 － 42.4 50.8 － 6.8

男性 10 歳代 7 － 42.9 42.9 － 14.3

男性 20 歳代 16 6.3 31.3 56.3 6.3 －

男性 30 歳代 27 － 25.9 70.4 － 3.7

男性 40 歳代 54 1.9 29.6 59.3 5.6 3.7

男性 50 歳代 59 1.7 25.4 67.8 5.1 －

男性 60 歳代 52 1.9 38.5 55.8 1.9 1.9

男性 70 歳代 79 1.3 21.5 68.4 2.5 6.3

男性 80 歳以上 44 － 25.0 61.4 4.5 9.1
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介護休業

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

【性別（前回比較）】

性別で前回調査と比較すると、女性、男性ともに「夫も妻も同じように取るのがよい」の割合が増

加し、「どちらかといえば妻が取るのがよい」の割合が減少しています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 853 1.1 7.3 82.3 4.0 5.4

女性 500 0.4 6.0 85.0 3.4 5.2

男性 339 1.8 9.1 79.1 5.0 5.0

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

女性（令和４年度調査） 500 0.4 6.0 85.0 3.4 5.2

女性（平成 28 年度調査） 514 0.4 14.2 77.2 4.5 3.7

男性（令和４年度調査） 339 1.8 9.1 79.1 5.0 5.0

男性（平成 28 年度調査） 351 1.1 17.9 72.9 5.1 2.8
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【性別・年代別】

性別・年代別にみると、他に比べ、女性 20歳代で「夫も妻も同じように取るのがよい」の割合が、

女性 40歳代で「夫も妻も同じように取るのがよい」の割合が、男性 30 歳代で「夫も妻も同じように

取るのがよい」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夫

が
取
る
の
が
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
妻

が
取
る
の
が
よ
い

夫
も
妻
も
同
じ
よ
う
に

取
る
の
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 853 1.1 7.3 82.3 4.0 5.4

女性 10 歳代 8 － － 87.5 12.5 －

女性 20 歳代 23 － － 95.7 4.3 －

女性 30 歳代 52 － 9.6 86.5 1.9 1.9

女性 40 歳代 66 1.5 1.5 89.4 3.0 4.5

女性 50 歳代 87 1.1 1.1 87.4 3.4 6.9

女性 60 歳代 92 － 6.5 88.0 2.2 3.3

女性 70 歳代 113 － 7.1 80.5 5.3 7.1

女性 80 歳以上 59 － 15.3 74.6 1.7 8.5

男性 10 歳代 7 － 14.3 57.1 14.3 14.3

男性 20 歳代 16 6.3 12.5 75.0 6.3 －

男性 30 歳代 27 3.7 3.7 88.9 － 3.7

男性 40 歳代 54 1.9 9.3 77.8 7.4 3.7

男性 50 歳代 59 1.7 13.6 78.0 5.1 1.7

男性 60 歳代 52 1.9 7.7 80.8 5.8 3.8

男性 70 歳代 79 1.3 5.1 84.8 1.3 7.6

男性 80 歳以上 44 － 13.6 68.2 9.1 9.1


